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整理し，その原因について考察する。これらの考察を踏まえて，再帰プログラムの手続き表現 U -behavior を提案
する。最後に， U -behavior の評価を行うための比較実験について述べる o 実験の結果， U -behavior の有効性を
示す結果を得た。
第 3 章では，学習支援システムにおける比較を促す問題演習機能の設計方法について述べている。学習支援システ
ムの設計においては，問題の特徴を表す問題表現が不可欠となるo 第 2 章で述べた U -behavior を問題表現として
利用することにより，学習者に問題聞の比較を促す問題演習支援機能を実現する手法について述べる o 実現した機能
は， U -behavior のアニメーション表示機能，問題間の差の説明機能，問題の検索機能，分類問題の作成機能であ










誤り原因について同定し， これをもとに再帰を反復に対応づけた，再帰の手続き表現， U -behavior を提案してい
る。さらにこの表現に基づく初心者のための再帰フ。ログラミング技法， U -solution を作成している。そして，再
帰の初心者を被験者として， U -behavior による教授と，プログラミング教科書による教授の比較を行う実験によ
り， U -beha vior 表現の有効性を示す結果を得ているo
さらに実験で得た結果を広く応用するため，学習支援システムにおいて比較を促す問題演習機能の設計方法につい
て述べている。これらの機能の設計においては，問題の特徴を表す問題表現が不可欠となるが， U -behavior を問
題表現として利用することにし，学習者に問題間の比較を促す問題演習支援機能を実現する手法について述べているo
設計した機能は， U -behavior のアニメーション表示機能，問題間の差の説明機能，問題の検索機能，分類問題の
作成機能である o これらの機能を実装したシステムを実際に作成し，評価実験を行い，その結果から本システムが有
用であることを確認しているo
以上の成果は，知的教育システムに新しい知見を加えたことにとどまらず，情報工学の発展にも大きく寄与するも
のであり，博士論文として価値あるものと認める。
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